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(３月例会「コレクション紹介」より) 

私製航空書簡(2) 

永吉 秀夫 
変わったところでは、右の1965年規格品。

官製品と同じ青枠で、郵便番号の表示のあ

る1968年以降の製品ですが、裏面の認可番

号が「東北郵政局：Ａ1号」のようになっ

ていて、英字Ａが付加されています。他で

も1965年規格品の多くは、このような番号

づけになっています。1965年規格でも前回

紹介の「富士屋ホテル」のように、1964年

規格で認可されたものをマイナーチェンジ

したものは元の番号のままですが、1965年

規格で新規承認されたものは英字入り番号

なのかもしれません。 

この航空書簡は裏面に制作者の名称が書

かれていませんが、内側には「日本短波ク

ラブの受信報告書」の様式が印刷されてい

ます。会員の便宜用に、こういうものを制

作・配布していたのですね。  
東北1号 

東北1号の内側 
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官製航空書簡はその後1975年12月に、「3つ折り3辺糊づけ」の新様式に変更されました。サ

イズがかなり横長になりましたが、折りたたみ方は東京五輪記念と同じです。このときは1ヶ月の

猶予期間ののち、旧様式の航空書簡が使用禁止になり、私製航空書簡も当然新規格に変わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この1976年規格

は、その後現在に

至るまで維持され

ています。サイズ

や裏面文字に、大

きな変化はありま

せん。 

しかしご覧のよ

うに、枠線は実に

さまざまです(官

製品はすべて青)。

また一番下の例の

ように、表側に絵

の入ったものもあ

ります。官製品が

絵入りになった

1987年以降の製品

と思われます。（つ

づく）  

関東Ａ1号 

上から順に、東京Ａ3、東京Ａ4、東京Ａ8、東京Ａ17号 


